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私は大学時代には野山に行くのが大好き学生だった
のです．野外でできる仕事はないだろうかと思案して
いた学部1年生の時，たまたま旧解剖棟の資料室で塩
市の洞窟で発掘された頭蓋骨とめぐり合いました．
薄明かりの中に不気味に輝いていた骸骨の顔に惹かれ
て一生の仕事が決まったといってよいと思います．大
学卒業後は仕事場を求めて各地を転々としましたが，
結局は札幌医科大学解剖学教室の助教授をされていた
人類学者山口敏先生の門を叩いて研究者としての第一
歩を踏み出しました．山口先生の勧めでこれまで人類
学ではほとんど未開拓な分野であった「頭蓋の形態小
変異に基づいた人類集団の系統論」を研究テーマに選
びましたが，これが今でも続いております（図1）．
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馬があります．私の研究姿勢はまさに輓曳競馬そのも
のです．ただただ辛抱強く人よりも多くの資料を調べ
るだけです．大学や博物館にない資料は自分で発掘し
て集めました．これがたまらなく面白くてとうとう定
年まで止められず，これからも息のある限りは続けて
いくことになると思います．
研究の方は40歳くらいまでは国内の学会でもまっ
たく相手にされない状態で，今でも自分で納得できる
論文は4篇くらいしかありません．少しは研究が注目
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図 1. 頭蓋の形態小変異
されるようになった頃，著名な人類遺伝学者から今は
CTとかMRIといった機器があるのだから遺伝学的
な研究もやった方がよいと忠告されたことがありま
す．しかし，そのような大型設備を使用すると野外調
査ができなくなりますので，研究機器は今でもノギス
のような簡単なもので済ませております．
発掘調査には若い頃から下働きとして積極的に参加
してきましたが，私が調査団長か，あるいはそれに近
い役割で実施した調査は4回しかありません．最初は
1985年から 5年かけて行った北海道伊達市の離れ小
島にある有
う
珠
す
モシリ遺跡です．この調査では北海道の
続縄文時代の人骨がたくさん発見され（図2），縄文人
が続縄文人を経て北海道のアイヌに繋がる系統関係を
明らかにしました（図3）．
次に1992年から 6年間，琉球大学との共同研究で奄
美諸島や沖縄本島，それに宮古・八重山諸島の風葬墓
の調査をしました．この調査では，アイヌと琉球人が
同系であるという従来の説を否定するような結果が得
られました（図4）．この問題は現在も論争が続いてお
りますが，私たちはやるだけのことはすべてやったの
で今でもびくともしていません．
東北大学に移ってからの最大の仕事は岩手県大
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町のアバクチ洞窟の発掘調査です．しかしこれには準
備段階が必要でした．それは赤
あか
澤
ざわ
威
たける
東大教授（当時）
を団長とするシリアのデデリエ洞窟の発掘調査です．
この調査は1989 年から始まって今も続いていますが，
私は発掘開始時から6年間人骨担当の番頭役で参加し
ました．洞窟発掘の勉強に行ったつもりだったのです
が，幸運といったらよいのか不運といったらよいのか
分かりませんが，ネアンデルタールの子供の骨が発見
されました（図5）．おかげでその後始末に10年以上も
費やす羽目になってしまいました．
12 百々－フィールドに出た解剖学者
図3. 頭蓋の形態小変異に基づく系統図
図2. 有珠モシリ遺跡発掘人骨
図4. 琉球人とアイヌ・縄文人との関係
図5. デデリエ・ネアンデルタール幼児人骨
私の研究の構想上には日本列島で発見されなければ
ならない更新世人類化石がありました．そこでシリア
の調査は区切りのよいところで切り上げて，1995年か
ら北上山地のアバクチ洞窟の調査に取りかかりまし
た．6年間も発掘調査を続けました．しかしこれが大誤
算で，20,000年前の旧石器時代の人骨の発見を目指し
ていたのですが，2,000年前の弥生時代の子供の骨が一
体見つかっただけでした（図6）．ナウマンゾウやヘラ
ジカのような絶滅動物化石が発見されて古生物屋さん
は大喜びでしたが，縄文人の祖先と考えられる旧石器
時代人と出合うことはできませんでした．縄文人やそ
の流れを汲むアイヌの源流を突き止めるのはまだまだ
先のことになってしまいましたが，でも楽しみが後に
残ってかえってよかったと考えております．
今現在，東北大学での最後の仕事として「東北地方
にアイヌの足跡を辿る」という研究をやっております．
東北地方の古墳時代や江戸時代の人びとは九州や関東
地方の人たちよりも縄文人的な特徴をより強く残して
いる，というごく当然といえば当然な結果が得られて
おります（図7）．ただこれも今までとは比べようもな
いほど多くの資料に基づいた成果です．
このような研究が一体何の役に立つのかと誰もが疑
問に思うだろうし，私自身も不安でありますが，“かつ
て中央から蔑まされ，時には鬼や獣にさえたとえられ
てきた東北地方や北海道の住民が，実は日本列島固有
の日本人である縄文人の血をより強く引いている人た
ちに他ならない”という事実を明らかにしたことに多
少の価値があるのではないかと思っております．
40年もやった割には私の研究には特に目新しいこ
とはありません．日本の人類学は百年以上の歴史があ
りますので，ほとんどの事はもうすでに誰かが述べて
おります．新しい研究方法を用いて可能な限り多くの
資料を調べ，先人の説を補強したり検証したりしたと
いったところでしょうか．
図6. アバクチ洞窟弥生時代幼児骨
図7. 東日本縄文人からの形態距離
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